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研究要旨： 

潰瘍性大腸炎の治療の目的は患者の QOL の改善である。本症に対する治療成績の報告は多くあ

るが、QOL の観点からの客観的な分析は少ない。QOL の観点から患者の現状を分析し、各種内科

治療、外科治療の効果と位置づけを明らかにして QOL 改善の観点から治療法の選択を行うことが

必要である。本プロジェクトは、内科、外科治療症例の QOL 評価法を決定し、各施設で前向きに

患者を登録して各種内科治療、外科治療の QOL 分析を行い、QOL の観点から適正な治療法を明ら

かにして治療指針の作成に活用することを目的としている。本プロジェクトではじめに横断兼研究

で内科、外科治療例の QOL の概略を明らかにし、続いて縦断研究を行って各種治療の QOLを検討す

ることとした。QOL 評価法として SF36、IBDQ、Modified FIQL に疾患特異性尺度を加え、結果

について各種の説明因子の検討が可能となる患者質問票を作成し、患者の臨床経過を記載する医師

記入シートも作成した。2020 年 1 月から倫理委員会承認施設で登録を開始、2020 年 10 月 30 日ま

でに予定の 100 例を上回る 155 例が登録され、患者質問票、医師記入シートともに解析可能であっ

た 117 例について解析を行った。漏便が内科治療例で手術例に比べて IBDQ 関連 QOL の低下や役

割制限に大きく関与しており、IBDQ の症状の全て、MFIQL は QOL と負の相関がみられた。また、

首尾一貫感覚(Sense of Coherence :SOC)は独立にQOL との正の相関がみられるとの新知見が得ら

れた(論文投稿中)。QOL の改善には漏便などの症状の改善が必要であり、SOC をスクリーニング

として用いて患者によって心理的支援の方策を検討することが QOL 改善に寄与する可能性が考え

られた。今後、縦断研究を行って QOL の観点からの治療法を評価する予定である。
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A. 研究目的

潰瘍性大腸炎に対して新しい治療を含めた

種々の内科治療、外科治療についての治療成績が

報告されている。しかし、本症の治療の目的であ
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る QOL の改善についての客観的な分析は少ない。

本症に対する治療法の選択に関する治療指針を

作成するにあたり、本来の治療目的である QOLの

改善の観点から各種内科治療、外科治療の効果と

位置づけを明らかにすることが治療法の選択に

考慮されるべきである。 

本プロジェクトは、内科、外科治療の QOL評価

法を決定し、各施設で前向きに患者を登録して各

種内科治療、外科治療の QOL 分析を行って QOLの

観点から適正な治療法を明らかにして治療指針

の作成に活用することを目的としている。 

B. 研究方法

本プロジェクトではじめに横断兼研究で内科、

外科治療例の QOLの概略を明らかにし、続いて縦

断研究を行って各種治療の QOLを検討することと

した。QOL 評価法として SF36、IBDQ、Modified 
FIQL に疾患特異性尺度を加え、結果について各

種の説明因子の検討が可能となる患者質問票を

作成し、患者の臨床経過を記載する医師記入シー

トも作成した。

（倫理面への配慮）

参加施設の症例を匿名化して結果を集積、分析し

た。 

C. 研究成果

2020 年 1 月から倫理委員会承認施設で登録を

開始、2020 年 10 月 30 日までに予定の 100 例を

上回る 155 例が登録され、患者質問票、医師記入

シートともに解析可能であった117例について解

析を行った。漏便が内科治療例で手術例に比べて

IBDQ 関連 QOL の低下や役割制限に大きく関与

しており、IBDQ の症状の全て、MFIQL は QOL
と負の相関がみられた。また、首尾一貫感覚

(Sense of Coherence :SOC)は独立に QOL との正

の相関がみられるとの新知見が得られた。

D. 考察

 潰瘍性大腸炎に対する各種内科治療、外科治療

例の QOL を客観的に評価し、その結果を考慮し

て治療指針を作成することが適正な治療に必要

である。横断研究では腹部症状、漏便が特に内科

治療例で QOL の低下に関与しており、これらの

改善が必要であると考えられた。また、SOC が

QOL と正の相関がみられたことから、SOC が高

いことは漏便などの症状の影響とは独立して

QOL の向上に資する可能性が示唆された。現在、

論文投稿中である。

E.結論

今回の結果から縦断研究による因果関係の検

討を行う。また SOC をスクリーニングとして用

い、患者によって心理的支援の方策を検討するこ

とが QOL 改善に寄与する可能性が考えられた。 
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今後予定 
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